
当院は医療関連感染防止に
積極的に取り組んでいます。
医療関連感染対策にかかわる基本的な考え方

医療関連感染対策にかかわる組織体制、業務内容

抗菌薬適正使用のための方策

医療関連感染は、人や環境を介して、または医療器具を介して発生します。
当院は、患者さんやご家族をはじめ、病院にかかわる全ての人たちを医療関連感染から
守るために、平常時から院内での感染症の発生を予防し、発生した際には速やかに感染
の拡大を防ぐ対策を取るよう、専門家チームで組織横断的に活動しています。

耐性菌の発生を予防し、抗菌薬の効果的な使用を推進するため AST が介入し、治療効
果の向上や副作用･耐性菌の減少に努めています。

地域の医療機関と連携し、各施設の感染対策に関する相談を受け、問題点を検討し情報
共有しています。

感染防止対策を組織的に取り組むため、院内感染防止対策委員会、感染防止対策室、感
染制御チーム Infection Control Team (ICT)、拡大 ICT、抗菌薬適正使用支援チーム
Antimicrobial Stewardship Team (AST)、リンクナースを設置･運営しています。
●医療関連感染発生の予防
　医療関連感染に関する検査データや患者さんの状態･治療･処置など、様々な情報を収
　集･分析･評価し、関連部署に感染対策の指導や助言、相談等を行っています。
●医療関連感染発生時の早期対応
　医療関連感染が発生したときには迅速に対応し、医療関連感染が広がることを防ぐよ
　う情報の収集と追跡調査、感染対策の助言等を行っています。
●医療関連感染防止のため必要な職員の教育および指導
　職員の教育･指導のため、定期的な講習会の開催と、院内ラウンドを通した現場指導、
　院内感染防止対策マニュアル等の整備･改訂等を行っています。
●その他、感染防止対策にかかわる事項に取り組んでいます。

他の医療機関等との連携体制
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